










い療養期間を経て、高等女学校 職を得 南吉は、故郷の岩滑や安城の田園の住人となった。作品発表の機会を模索し、次第に自己の文学の進むべき道 自覚し始めたのは他でもない、故郷に見出した小さな〈村〉に纏わる物語を語ることにおいてであった。
帰郷後、肋膜炎の胸がまだちくちくと痛む身と家の厄介者意識の
















い風、虫の声、こ らは中学校の生徒だった頃からつくった童謡、童話、詩 小説に登場す 平凡な身辺の事象である。 「たとひ人には面白くなくとも」と南吉がいうように、それは南吉の語る小さな世界に登場するあまり も平凡な題材で が、そこに己れの物語を












作家野呂邦暢は昭和十二年生まれだが、自身 随筆集『小さな町にて』のあとがきで、書名はフィリップの著書から取ったこと、高校当時にフィリップの『小さき町にて』を読み出したらやめられなくなったこと、また『カラマーゾフの兄弟』をほめる同級生に 小さな町の小さなことしか書かないフィリップのこ を持ち出す はなんと く憚られたことを語ってい 。諫早という地方都市 あって創作を続けた野呂の 品世界は小さな町の風土と結びついており、南吉が故郷 村に創作 根拠を見出したこ と相通じ ものがある。
南吉自身がやはりフィリップをドスエフスキーと比較している。



















































ら一ぱいさまざまの昆虫が、黄金虫が、てんと虫、蜜蜂が、喋々が、おけらが舞つ 」と語り、牝牛、雲雀、七面鳥までが登場する。いつしか空想の、物語の世界に入っていくようである。この世界をこよなく愛して飽きないと語っているが、この「私の世界」として語った事柄に南吉の童話作家としての資質が如実に表れ いるだろう。草木も昆虫も動物 南吉の「こぢんま した物語」の住人たちで
あり、常にこういった世界に視線を移し、入り込んでいける感性





















ねぎ畑」 「雨後即興」 「心うつろなるときのうた」 「古ぶり」
「小
鳥に」 「蝶」 「日暮」 「蜻蛉」 「機織虫」 「ひよこ」 「金魚」
「蛇」 鼠」 「ぎいぎい虫」 「殿様蛙」 「雨蛙」 「鮒」 「疲レタ
少年ノ旅」 「氷雨」 「カタカナ幻想」 「色紙」 「童謡」
童話小説
「最後の胡弓弾き」 「花を埋める」 「久助君の話 音ちやん















める」 「音ちやんは豆を煮てゐた」 「家」などの小説形態の作品る。南吉の小説については 「小説家としての新美南吉の存在は、昭和文学史の脈絡のなかで 、その重みはほとんど考えられぬ」
（ ５ ）























が雑誌「婦女界」に掲載された折りに、小説が村人 目についた場合の懸念を母親が口にしているよう 、狭い村落にあってはそういった問題も生起するであろう。様々な人種の流れ込んだ国際都市であったハルビンの新聞に、日本の片田舎の小さな村の風景 イメージ
が現出することになる。小説、散文詩、随想の性格を含んだ作品
形態は、故郷の村を模した場所に付着したイメ ジを語るための器だったとも考えられるのである。そこ は、主人公 記憶 仮託した、南吉作品の中核となるようなイメージが認められる。次 「花を埋
める」 「音ちやんは豆を煮てゐた」 「家」の幼児期、少年期の回




































でその人に尾いて行つた」と、夢想する子どもの性向が与えられている。 「音ちやん」は鉄道の踏切番か駐在所の巡査になるのが希望である。理由は「音ちやんが硝子戸の中 ら道を通る人を見てるやうに、自分だけがはいれる、鞘のやうな小さいボツクスから、凝つと通りを見てゐるから」だと う。 「自分だけがはいれる、鞘のやうなボツクス」といった空間のイメージは、精神分析学的関心を呼びそうな記述であり、南吉 生家周辺の場 イメージをかなり率直に語っているともいえそうである。
小説は主人公音次郎が「音ちやん」と呼ばれていた子どもの頃の
記憶にある、病気で死んだ「ユキちやん が熱 なされて口走った譫言の「おつちやん」が誰なのかという小さな疑問、記憶 なかのわだかまりが、ふと頭を擡げるという物語 ある。子ども 死という哀切なテーマの肝心は次のよ なるだろう。つまり、 「音ちやん」が見分けることのできる遠くから来て遠くへ行く人 中「ユキちやん」もい というこ であ 。 「ユキちやん」 ずつと西の方の仏様のいらつしやる国」へ行 旅人 る。夕暮れの西の
空を見て、 「雲の下の茜に染まつた空が際限もなく遠く思はれた。






で、この作品の中でどのような意味があるのか。二つの道が交わる所に建つ家の「道に面した一隅」から、ガラス越しに通りを眺める「音ちやん」にとって、 「道に面した一隅」とは安全に外部を観察する場 のメタファーとなり、さらに「音ちやん」が望む鞘のようなボックスなら、それは最良の観察の場所ともなったはずだ。しかし、子ども期の安全に観察する場所 ある「隅」から出た主人公が恋愛に失敗し、専門学校を卒業したものの不況の時代にあって生活にも疲れる。そんなとき「ユキちやん」 思い出は、青年になった主人公音次郎の懐旧となり、かつて子ども 自分がすっぽりと入り込めた「道に面した一隅」は、安全な場所の暗喩と てこ 作品意味づけられている。「家」もまた、冒頭に村の形、地理を書いて始めている。 「北の入口に水車小屋があり、南の出口に瓦屋のある 長つぽそい、ごく小さな村に子供は住んでゐる。／それは小さな村だ」という語り出しである。 「家」 八歳の子の、 「小さな村」からのはじめての夜 遠出である。夜の道を北に向かって、自分が住むような村をいくつも
抜
け、母親のような小母さんにも二、三人会い、帰宅すると母親も












という呼称と現在形で語っていることであろう。それは子ど の視点でものを見ているということでもある。幼い子どもの背丈から見る、よちよち歩きの幼児の視線で見るという表現の工夫がある。子どもの視点で外界の認識を書くためには 思い起こすという手順が必要であり、本来は一人称の過去形で語る方が自然であろう。 「家」の「子供は…」という語りを、仮に「私は…」と置き換えてもまった
く不都合のない叙述になるのは、作者が子どもの視線で、子ども
の内から、 どもの自覚や認識 書いているため あ 。それは後述するように、描く対象の内に入り込んでその 主観」とな 、いう南吉の童話の創作法と関わる問題でもある。「
花を埋める」は、子どもの遊びとその場所というノスタルジッ





















ここに述べた 「花を埋める」 「音ちやんは豆を煮てゐた」 「家」














間のイメージ」として取り上げた「家」 「抽出」 「箱」 「戸棚」
「
巣」 「貝殻」 「片隅」 「ミニアチュール」など、狭く小さな空間の
人間にとっての意味に注目したい。バシュラールはこれ の狭小な場所・空間のイメージが逆説的に意義深い 、広大なもの 永遠無限をも含むものであることを、小説や詩の句を例に挙げて述べている。奥野が殊 独創的と評したのが、 「片隅」 「ミニアチュール」の空間の考察であった。
先述のように、 「音ちやんは豆を煮てゐた には「片隅」を、 「花
を埋
める」には「ミニアチュール」の表象があることを確かめたが、




うな場所が、人間にとっては想像の空間だと、バシュラールの詩学は説いている。また、 「花を埋める」は典型的なミニアチュールの世界であり、その小さな空間に永遠なも や広大なものを仮託したものである。南吉の言葉で「無辺際に大きな世界」である。その形象そのものに重大な意味があるが、ミニアチュールについては、こういった作中の形象に止まらず、創作に関わるミニアチュールの世界がある。拡大鏡で見た世界であり、さらにその内に入 いうミニアチュールの志向は南吉作品においても重要な創作の手法となっている。 次にそ 手法としてのミニアチュール つい 考察したい。
五
まず、バシュラールは『空間の詩学』の「ミニアチュール」の章










































































































ば、当時の「哈爾浜日日 聞」は発行部数三万、従業員百名の「北方の守りを固くしなければならないという使命」を持っ 国策新聞だったという。当時の国際情勢のなかでハルビンの置かれた位置や地勢について、南吉にど 程度の認識があったのか不明だが 江口から送られた新聞を「汽車中でハルピン日日を読んだら、朝刊の一面が全部ソ連の記事でうまつてゐることを知つて初めて興味が湧いてきた」
( 昭和十四年五月一一日
) と書いている。愛知県の村で培わ
れたイメージや詩的な夢想は、国際都市といわれた当時のハルビンで読者にどのように読まれたのか 興味深い問題である。 「哈爾浜日日」に発表した作品については、上京した折り 友人との会話にたようだ。 「僕の詩をハルビン日日で見てゐると つた。それか 送つて見てくれといつた。ほめてはくれなかつた。自分でもいい は思つてないけれども」
( 一九四〇・四・八
) と評価を気に掛けている。
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